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Abstract 

The purpose of the present study is to understand the 

teacher’s anxiety structure, particularly in accordance 

with the introduction of “dance” as the compulsory 

education. In detail, we focused on “teaching anxiety,” 

which we defined as teachers’ concerns in sports fields’ 

curriculums. We conducted a questionnaire study for 

each of the teachers (N = 102) who participated in a 

training seminar by Nippon Street Dance Studio 

Association. Our text-mining analysis showed that the 

teaching anxiety was constructed with five categories: 

the anxieties for lack of knowledge (a), lack of 

teaching experience (b), curriculums (c), students (d), 

and teaching methods (e). The subsequent multiple 

correspondence analysis showed that such the anxiety 

differed as a function of the teacher’s properties such 

as type of school, age, sex, and previous dancing 

experiences. In future study we would like to construct 

a standardized questionnaire to measure teachers’ 

anxieties in Japan, aiming at solving the teaching 

anxieties discovered in the present study. 
 
Keywords ―  anxiety structure, compulsory 

education, teaching anxiety 

 

1. はじめに 
 平成 20 年 3 月に告示された中学校学習指導要

領の改訂に伴い、中学校保健体育においては、従

前では選択であった「ダンス」が必修となった。

中村 (2009) は、ダンスの必修化に伴い、多くの

教員が指導力不足への不安を抱くであろうと述べ

ている。指導要領改訂に伴う担当教員の不安に関

しては、浜島・武藤 (1997) が、高校家庭科が男

女共習となった結果、男女の能力や技術の差、指

導方法に不安を抱いた教員が多いことを報告して

いる。また、西松 (2005) は、教員が抱える不安

には授業実践に関する不安と児童・生徒関係に対

する不安の 2種類があり、前者の不安は講師経験

の有無に起因すること、また、後者の不安は中学

校教員が強く抱いていることを報告している。 

 これらの研究は、学習指導要領の改訂による必

修化に伴い、指導者に関わる問題、カリキュラム

に関わる問題、指導法に関わる問題など様々な問

題が生じたことを示している。これらの問題を解

決するために、教員が抱えている授業実践に関わ

る課題や困難点を明らかにすることが重要である

と考えられる。そこで、本研究では、松宮（2013）

の指導不安の定義に依拠し、ダンス指導において

生じる課題や困難点を「ダンス指導不安」として

定義し、「ダンス指導不安」に着目する。ダンスの

必修化に伴い、教員が抱いているダンス指導不安

がいかなる構造をもつのかを明らかにすることを

本研究の目的とする。さらに、そのダンス指導不

安が、校種、性別、年代、ダンス経験の有無やダ

ンス指導経験の有無によって、どのように異なる

かを明らかにする。 

 

2. 方法 

2.1 調査概要 
 日本ストリートダンススタジオ協会主催の学校

教員・教職課程履修中の大学生向けリズムダンス

研修会 (以下:「NSSA主催リズムダンス研修会」) 

の参加者に対し、研修会終了後に質問紙調査を依

頼した。調査内容は (1) 「現代的なリズムダンス」

指導に対する不安の有無、 (2) (1) で不安ありと

回答した人を対象にどのような部分に不安を抱い

ているのかを自由記述にて回答、 (3)対象者の属

性：校種、性別、年代、ダンス経験の有無、ダン

ス指導経験の有無の三部構成とした。 

 

2.2 調査方法 
 調査は 2014 年 5 月から 6 月にかけて、NSSA 主

催リズムダンス研修会参加者を対象に実施した。調

査対象者には、調査実施前に個人情報取り扱いに関

する同意条項を説明し、調査協力に対する同意を得

ることを必須とした。個人情報取り扱いに関する同

意条項については、主にこの調査によって得られた

データは本研究以外の目的では使用しないことや、

アンケートの保護・管理を徹底することについて説
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明した。以上の条項に同意を得られた場合には、質

問紙に回答してもらい、同意を得られない場合や回

答したくない場合は白紙で提出してもらった。回答

には制限時間などを設けず、回答を終えた人から提

出してもらうこととした。  

 回収数は 102 名 (回収率 86.3%) で、有効回答数

は 88 名であった。88 名のうち男性は 24 名、女性

は 64名で、平均年齢は 30.59 (SD = 8.78) 歳であっ

た。 (1) 「現代的なリズムダンス」指導に対する不

安の有無に回答していないものは無効回答とし分析

から除外した。 

 

2.3 分析方法 
 「現代的なリズムダンス」指導に対する不安が

あると回答した 78 名が抱いている不安内容 (自

由記述) を分析対象とした。回収したデータから、

表 1に沿って、データセットを作成した。 

 

表 1 : 調査対象者の属性とコーディング 

 
 

 

 分析にはテキストマイニングソフトである

KHCoder (樋口, 2014) を用いた。本研究では、

相対的に強く結びついている単語同士を自動的に

検出してグループ分けを行い、ネットワーク図を

示す「共起ネットワーク (サブグラフ検出・媒介)」

を使用して分析を行った。また、抽出された 5つ

の不安要素と校種、性別、年代、ダンス経験の有

無、ダンス指導経験の有無との対応関係を探索す

るために多重コレスポンデンス分析を行った。多

重コレスポンデンス分析は R の mca パッケージ

を用いて行った。 

 

3. 結果と考察 
 図 1に、共起ネットワークを示す。「ない」、「自

分」、「わかる」という語からなるグループ、「苦手」、

「不安」、「教える」という語からなるグループ、

「評価」、「イメージ」、「生徒」という語からなる

グループ、「ニーズ」、「合う」、「レベル」という語

からなるグループ、「指導」、「経験」、「見本」とい

う語からなるグループの 5つに回答者の不安が分

類された。これらのグループを本研究ではそれぞ

れ「知識不足に対する不安」、「指導経験不足に対

する不安」、「授業構成に対する不安」、「生徒に対

する不安」、「指導法に対する不安」と名付けた。

「ダンス」、「違い」という語からなるグループと

「リズム」、「方法」、「体」という語からなるグル

ープは回答数が少なかったため、本研究では回答

者の不安として分類しなかった。抽出された不安

の具体的な内容を表 2に示す。 

 

 

図 1 : 不安内容に対する共起ネットワーク図 

 

表 2 : 各不安要素に関する回答例 

【下線は共起ネットワーク内の抽出語】 

  

 

 次に、校種、性別、年代、ダンス経験の有無、

ダンス指導経験の有無のそれぞれのカテゴリと共

起ネットワークから得られた 5つの不安との対応

関係について多重コレスポンデンス分析を行った

結果を図 2に示す。多重コレスポンデンス分析は、

複数のカテゴリカル変数に対して、対応分析を行

うものである (藤井, 2010)。 

 まず、図 1で得た５つのカテゴリが図 2上でど

のように布置したのかについて述べる。図 2の第

1軸（横軸）上では、生徒に対する不安が負の方

向に、その他の不安が正の方向に寄与した。前者

は生徒を相手とした対人的不安であり、後者は教
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員の個人的な不安かつ授業実践に関する不安であ

る。また、第 2軸（縦軸）上では、知識不足・経

験不足に対する不安が負の方向に、授業構成・生

徒・指導法に対する不安が正の方向に寄与した。

前者は教師自身の能力に関する不安である一方、

後者は授業実践に関する不安であると考えられる。

したがって、第 1軸は「不安の対象が教師自身か

生徒か」を区別する軸であり、第 2軸は「不安の

対象が授業か自分自身か」を区別する軸であると

いえよう。 

 次に、本研究での調査対象者の属性（表 1）の

各項目について、多重コレスポンデンス分析の結

果を述べる。まず、校種について見てみると、中

学校と小学校・高等学校が第 2軸上で分かれる形

となった。上述のように第 2軸は「不安の対象が

授業か自分自身か」を分ける軸であるため、中学

校教員は授業実践に対する不安を抱いているのに

対し、小学校や高等学校の教員は自分自身のダン

スに対する知識や指導不安に対する不安を抱いて

いることが示された。次に性別に着目すると、第

1軸上において負方向に女性、正方向に男性と分

かれる形になった。上述のように第 1軸は「不安

の対象が教師自身か生徒か」を分ける軸であるた

め、女性は生徒に対する不安を持っているのに対

し、男性教員は自分自身の知識や経験不足に対し

て不安を抱いていることが示された。次に年代に

ついて見てみると、20代・30代は第 2軸上で分

かれ、40代は第 1軸の負方向に位置する形となっ

た。第 1軸は「対象の不安が教師自身か生徒か」、

第 2軸は「不安の対象が授業か自分自身か」を区

別するための軸であるため、20代の教員は自分自

身の知識や指導不安に、30代の教員は授業実践に、

40代以上の教員は生徒に対する不安を抱いてい

るということがわかった。さらに、ダンス経験の

有無、ダンス指導経験の有無にも着目すると、共

に第 1軸上で経験ありが負方向、経験なしが正方

向に分かれる形となった。すなわちダンス経験あ

り、ダンス指導経験ありの教員は生徒に対する不

安を抱いているのに対し、ダンス経験なし、ダン

ス指導経験なしの教員は自分自身の知識や経験不

足に対して不安を抱いているということが示され

た。 

 以上の分析より特徴的な結果をまとめると、ダ

ンス経験なしと回答した人の周辺に 5つの不安要

素のうち 4つ（「知識不足に対する不安」、「指導

経験不足に対する不安」、「授業構成に対する不安」、

「指導法に対する不安」）が集中してプロットされ

ている一方で、ダンス経験ありと回答した人の周

辺にはこれらの不安が存在していないことがわか

る。また、ダンス指導経験の有無に着目するとダ

ンス指導経験ありと回答した人は「生徒に対する

不安」を抱いているという結果が示された。校種

について見てみると、中学校だけが小学校、高等

学校の対極に位置し、「授業構成に対する不安」と

近いことがわかった。よって西松 (2005) で述べ

られている教員が抱える不安には授業実践不安と

児童・生徒関係に対する不安の 2種類に分けられ

るという結果と同様の結果が示されたと考えられ

る。 

 特に小学校や高等学校の教員よりも中学校教員

が授業構成に対する不安を抱いているという結果

は、学習指導要領の改訂に伴い、中学校のみダン

スが必修化されたことに起因していると考えられ

る。必修化されて間もないこともあり、授業の模

範となるものがない中での授業実施は教員の不安

を助長させるのではないだろうか。 

  

4. まとめ 
 本研究では、NSSA主催リズムダンス研修会に

参加した学校教員を対象に、ダンス指導に関する

不安の構造を調べたところ、教員の不安は「知識

不足に対する不安」、「指導経験不足に対する不安」、

「授業構成に対する不安」、「生徒に対する不安」、

「指導法に対する不安」の 5つから構成されるこ

とを明らかにした。また、校種、性別、年代、ダ

ンス経験の有無、ダンス指導経験の有無のそれぞ

れのカテゴリにおいて不安が異なることも明らか

にした。これはダンス指導の不安が、指導者の属

性によって異なることを示している。そのため、

それぞれの属性に応じた指導カリキュラムの確立

の必要性が示唆された。 

 今後は、本研究で明らかにした不安の構造に基

づいて、教員の不安を測定するための標準化され

た質問紙を作成し、いかなる方法を用いればそれ

ぞれの不安が解消されるのかを探究する。 
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図２：多重コレスポンデンス分析による教員の不安と属性の対応関係 
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